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はじめに

レボビストが日常臨床に使用されて3年が経過

し、その間の超音波装置の進歩にともない、進行

肝細胞癌に対する造影超音波の有用性については

異論がないものと思われる。しかしながら一方で、

早期肝細胞癌に関する造影超音波の血流所見につ

いてはまだよくわかっていないのが現状ではない

かと思う。図１は中心部に中分化型肝細胞癌を内

包した高分化型肝細胞癌のAdvancedDynamic

Flow(以下ADF)の画像であるが、earlyvascular

phaseにおいては腫傷中心部に微細な血流の流入

を認め、latevascularphaseではその中心部にのみ

vascularspotを形成し、いわゆるvascularspotin

hypovascularの像を呈している。さらにpost

vascularphaseにおいては、その中心部が抜けると

いうような画像が得られている。この画像は、早

期肝細胞癌から進行肝細胞癌への変化、いわゆる

多段階発癌の一過程を造影超音波によりとらえる

ことが可能であることを示唆している。

目的

今回われわれは、造影超音波法による腫傷血流

診断を行うことにより、肝癌発癌過程においては

さらにひとつ前の段階と考えられている、早期肝

細胞癌と腺腫様過形成の鑑別について、何か手が

かりがつかめないかということを検討したので報

告する。
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対象は画像診断と病理所見より診断した早期肝

細胞癌8症例9結節で、腫傷径は平均13ｍｍ･腺腫

様過形成は6結節で、腫傷径は平均11ｍｍである。

方法

レボビスト300ｍｇ/ｍＬ、７ｍＬをbolus静注後

ADFを用いて造影超音波検査を施行した。各時相

とも造影所見は周囲肝実質の染影像を基本とし、

hyper、iso、hypoのいずれかに分類し、同様に判

定した腺腫様過形成と対比した。ここで撮像装置

と撮像条件について説明する。装置は東芝社製

Aplioで撮像法はＡＤＦを用いた。送信周波数

図１中分化型肝細胞癌を内包した高分化型肝細胞癌の

AdvancedDynamicFlowによる造影超音波像
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